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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月6日(2013.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象の内部キャビティに少なくとも部分的に導入されることができる機器であって、
　ａ）観察通路を通って外側から到来する光を目標領域内に収集する光学系と、
　ｂ）前記対象の前記内部キャビティを照射するように構成されたＯＬＥＤとを有し、
　前記ＯＬＥＤは、前記光学系の一部であり、前記ＯＬＥＤにより発せられて前記対象の
前記内部キャビティ内の表面により反射された光が前記目標領域において収集される前に
前記ＯＬＥＤを透過し及び／又は前記ＯＬＥＤにおいて反射されるように、前記観察通路
内に少なくとも部分的に配される、機器。
【請求項２】
　前記ＯＬＥＤは透明であることを特徴とする、請求項１に記載の機器。
【請求項３】
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　前記光学系がレンズ及び／又は導波路を有することを特徴とする、請求項１に記載の機
器。
【請求項４】
　画像センサを有することを特徴とする請求項１に記載の機器。
【請求項５】
　前記ＯＬＥＤが、自身に向かうよりも前記目標領域から離れる方向に高い放出を有する
ことを特徴とする、請求項１に記載の機器。
【請求項６】
　前記ＯＬＥＤが、
－　陽極、陰極、及び前記陽極と前記陰極との間に配されている有機層であって、少なく
とも１つのエレクトロルミネッセントゾーン及び少なくとも１つの非エレクトロルミネッ
セントゾーンによって前記有機層内の構造を構成している陽極、陰極、及び前記陽極と前
記陰極との間に配されている有機層、並びに
－　前記有機層のエレクトロルミネッセントゾーンに位置を合わせられている少なくとも
１つの非透明ゾーンと、前記有機層の非エレクトロルミネッセントゾーンに位置を合わせ
られている少なくとも１つの透明ゾーンとを備える構造を有しているミラー層、
を有することを特徴とする、請求項１に記載の機器。
【請求項７】
　前記ＯＬＥＤが、前記光学系のレンズ上に配されていることを特徴とする、請求項１に
記載の機器。
【請求項８】
　前記ＯＬＥＤは、前記目標領域に対して移動可能であることを特徴とする、請求項１に
記載の機器。
【請求項９】
　前記ＯＬＥＤがキャップ内に取り付けられていることを特徴とする、請求項１に記載の
機器。
【請求項１０】
　前記ＯＬＥＤが、交換可能な構成要素として設計されていることを特徴とする、請求項
１に記載の機器。
【請求項１１】
　前記ＯＬＥＤは、異なる放出及び／又は透過特性を備える少なくとも２つのサブユニッ
トから構成されていることを特徴とする、請求項１に記載の機器。
【請求項１２】
　医療用途において使用するための請求項１、２、４乃至１１の何れか一項に記載の機器
。
【請求項１３】
　前記機器の観察通路内に配されるべきである透明なＯＬＥＤを有する、請求項１に記載
の機器のための交換可能な構成要素。
【請求項１４】
　対象の内部キャビティを検査する方法であって、
　ａ）前記内部キャビティを照射するためにＯＬＥＤによって前記内部キャビティ内に光
を発するステップと、
　ｂ）前記ＯＬＥＤを透過した及び／又は前記ＯＥＬＤにおいて反射された、前記ＯＬＥ
Ｄにより発せられて前記対象の前記内部キャビティ内の表面により反射された光を収集す
るステップと、
を有する方法。
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